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教科 数学 科目 数学Ⅰ 単位数 ３ 

学科 普通科 
履修

学年 
1 コース  

必修・ 

選択 
必修 

教 科 書

 
「高等学校 数学Ⅰ」(数研出版) 

副教材等 
「クリアー数学Ⅰ＋A」(数研出版)  

「チャート式解法と演習数学Ⅰ＋A」(数研出版) 
 

学 習 目 標 

数と式、図形と計量、二次関数及びデータの分析などの数学的活動を通して、基礎

的な概念の理解と処理する技能を身につけ、事象を数学的に考察し表現する力を養

い、数学のよさを認識し活用・改善する態度を養う。 

指導の重点 

前半は、中学数学の復習も含めその内容をさらに発展させた分野を学習する。後

半から、高校数学の新しい分野もおりこみながら学習を進め、１年間で高校数学の

基礎固めをする。数学嫌いを増加させないように、指導項目の配列に留意しつつ指

導する。 

２、３年次につながる内容を多く含んでいるので、定着がはかれるように配慮す

る。 

学 

 

習 

 

計 

 

画 

学期 
（時数） 

学習項目 学習内容(学習活動) 評価方法 

１学期 

（30） 

 

第１章 数と式 

 第１節 式の計算 

 

 

 第２節 実数 

 

第３節 １次不等式 

 

 

 

 

 

第２章 集合と命題 

 

 

 

 

 

第３章 ２次関数 

 第１節 ２次関数とグラフ 

 

第２節 ２次関数の値の変化 

 

 

課題学習 

 

· 整式の加法と減法 

· 整式の乗法 

· 因数分解 

· 実数 

· 根号を含む式の計算 

· 不等式の性質 

· １次不等式 

· 絶対値を含む関数と方

程式、不等式 

 

 

· 集合 

· 命題と条件 

· 命題とその逆・対偶・裏 

· 命題と証明 

 

 

· 関数とグラフ 

· ２次関数のグラフ 

· ２次関数の最大・最小 

· ２次関数の決定 

 

 

· 黄金比をもつ黄金長方

形の性質 

 

定期考査や小テ

ストの成績、授業中

の態度・発表、レポ

ート等各種提出物、

振り返りシートな

どから総合的に判

断し、評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 



２学期 

（36） 

第３節 ２次方程式と 

        ２次不等式 

 

 

第４章 図形と計量 

 第１節 三角比 

 

 

 第２節 三角形への応用 

 

 

 

 

 

 

 

課題学習 

· ２次方程式 

· ２次関数のグラフと 軸

の位置関係 

· ２次不等式 

 

· 三角比 

· 三角比の相互関係 

· 三角比の拡張 

· 正弦定理 

· 余弦定理 

· 正弦定理と余弦定理の

応用 

· 三角比の面積 

· 空間図形への応用 

 

 

・放物線の性質 

・立体とそれに内接する球 

定期考査や小テス

トの成績、授業中の

態度・発表、レポー

ト等各種提出物、振

り返りシートなど

から総合的に判断

し、評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート 

 

３学期 

（30） 

 

第５章 データの分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

· データの整理 

· データの代表値 

· データの散らばりと四

分位数 

· 分散と標準偏差 

· ２つの変量の間の関係 

· 仮説検定の考え方 

 

 

定期考査や小テ

ストの成績、授業中

の態度・発表、レポ

ート等各種提出物、

振り返りシートな

どから総合的に判

断し、評価する。 

 

計96時間（55分授業） 

評価規準と

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

数と式、図形と計量、２次

関数及びデータの分析につ

いての基本的な概念や原

理・法則を体系的に理解す

るとともに事象を数学化し

たり、数学的に解釈したり、

数学的に表現・処理したり

する技能を身につけようと

している。 

命題の条件や結論に着目

し、数と式を多面的にみた

り目的に応じて適切に変形

したりしている。 

関数関係に着目し、事象を

的確に表現してその特徴を

表、式、グラフを相互に関

連付けて考察している。 

社会の事象などから設定し

た問題について、データの

散らばりや変量間の関係な

どに着目し、適切な手法を

選択して分析を行い、問題

を解決したり、解決過程や

結果を批判的に考察し判断

したりしている。 

数学のよさを認識し数学

を活用しようとしてい

る。 

粘り強く考え数学的論拠

に基づいて判断しようと

している。 

問題解決の過程を振り返

って考察を深めたり、評

価・改善したりしようと

している。 

［評価方法］ 

・定期考査や小テスの成績 

・レポート等各種提出物 

総合的に判断し、達成率が

80％以上をＡ、79～50％を

Ｂ、50％未満をＣと評価す

る。 

［評価方法］ 

・定期考査や小テスの成績 

・レポート等各種提出物 

総合的に判断し、達成率が

80％以上をＡ、79～50％を

Ｂ、50％未満をＣと評価す

る。 

［評価方法］ 

・授業中の態度・発表 

・レポート等各種提出物 

総合的に判断し、達成率

が 80％以上をＡ、79～

50％をＢ、50％未満をＣ

と評価する。 

 


